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第１回誰もが共に暮らすための市民会議 次第 

日時：令和４年６月２４日（金）１９時００分から２１時００分まで 

会場：浦和コミュニティセンター 多目的ホール 

 

１ 開  会（１９時００分から１９時１５分まで） 

・事務局挨拶 

・座長挨拶          

・本日のテーマの説明 

 

２ 議  題 

・グループ討議（班毎の話し合い）(１９時１５分から２０時２５分ま

で） 

○自己紹介 

○令和３年度障害者総合支援計画の達成状況等について 

 

（１５分間休憩） 

 

・全体発表（２０時２５分から２０時４５分まで） 

 

３ 閉  会（２０時４５分から２０時５５分まで） 

・座長まとめ 

・事務局報告事項 

会場開催 
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〇さいたま市の障害者施策の推進体制 

障害者総合支援計画の審議及び進行管理などを行う「さいたま市障害者政策委員会」、障害者施策

について市民が相互に意見交換を行う「誰もが共に暮らすための市民会議」、計画の実施主体である

さいたま市が、相互に連携して施策を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

〇令和４年度誰もが共に暮らすための市民会議年間予定 

令和４年度第１回市民会議（令和４年６月２４日） 

〇令和３年度～令和５年度障害者総合支援計画の達成状況報告書を資料として、計画に位置付け

られた各事業の達成状況や課題について、話し合いをする。 

 

令和４年度第２回市民会議（令和４年１２月２０日） 

〇第１回市民会議や障害者政策委員会で、特に御意見をいただいた事業や分野などを中心として、

話し合いをする。 

 

令和４年度第３回市民会議（令和５年２月２１日） 

〇第２回市民会議や障害者政策委員会で、特に御意見をいただいた事業や分野などを中心として、

話し合いをする。 
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誰もが共に暮らすための市民会議の手引き 

 

１．目的： 

① 誰もが共に暮らせる地域社会を目指し、市民が主役となって話し合い、意見交換する場をつくる。 

② 障害のある人、家族、関係者や市民が集まることで、コミュニケーションの輪をつくる。 

③ 市民の声を政策に反映させる。 

 

２．当日の話し合いのすすめ方： 

みんなが話し合いに参加できるよう、グループに分けて話し合いを行います。 

① １グループ４～６名くらいで話し合いをし、意見を出し合います。 

② 各グループに会議進行役をおきます。 

③ 書記やタイムキーパー（時計係）は事務局が行います。 

④ 各グループの会議進行役と参加者は、みんなが話しやすい雰囲気づくりを心がけます。     

 

３．話し合いルール： 

① 話すときは、会議進行役の呼びかけによって、話し始めてください。 

② みなさんが発言できるよう、１回あたり３分くらいを目安として発言してください。ただし、障害の特性に

あわせて、お話される時に特別な配慮が必要な方は、５分くらいを目安とします。 

③ 他の人が話しているときは、途中でさえぎらず、最後まで聞きましょう。 

④  話し合いの相手を攻撃したりせず、意見として受け止めてください。少人数意見を大切にしましょう。 

⑤ 特定の個人や団体の悪口や傷つけるような発言はしないようにしましょう。 

⑥ みんなが発言しやすいような雰囲気になるよう心がけてください。また、限られた人だけが発言するの

ではなく、発言したい人みんなが発言できるよう気を配りましょう。 

⑦ 個人的な内容についての発言は、個人情報やプライバシーを守るため、会の後に、個人がわかる形

で、他の人に話すことは禁止します。 

 

※ みなさんで、よりよい話し合いをするために、御協力をお願いします。 

話し合いを続けることが不可能と判断した場合は、話し合いを中止することもあります。 

会場開催 
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第１回 誰もが共に暮らすための市民会議 書面会議について 

 

１．資料一覧 

（１）送付資料 

資料１ 令和４年度第１回誰もが共に暮らすための市民会議資料 

資料２ 
障害者総合支援計画（２０２１～２０２３）令和３年度達成状況報告

書 

参考資料１ 令和３年度第３回誰もが共に暮らすための市民会議 議事録 

参考資料２ 令和３年度誰もが共に暮らすための市民会議アンケート結果 

参考資料３ 障害者総合支援計画アンケート調査について（概要） 

意見シート 令和４年度第１回誰もが共に暮らすための市民会議 意見シート 

アンケート 令和４年度第１回誰もが共に暮らすための市民会議アンケート用紙 

 

２．議題 

 ○令和３年度障害者総合支援計画の実施状況等について 

 

３．書面会議の手順 

（１）資料の確認 

  ・障害者総合支援計画の達成状況報告書に関する資料は、資料２を御覧ください。 

（２）意見シートの作成 

  ・御提出いただくテーマは次のとおりです。御自身の考えをまとめ、意見シートを

作成してください。 

 

＜テーマ＞ 

・令和３年度達成状況報告書を受けて、感想や課題と感じることについて。 

・その他、御意見。 

 

（３）意見シートの提出 

  以下のいずれかの方法で提出してください。 

① 「意見シート」を、郵便、ファックス又はメールで送る。 



  書面開催 

5 

 

② さいたま市ホームページの回答フォームから送る。 

 （https://www.city.saitama.jp/enquete/e001520.html） 

 

<回答期間> 

資料到着時～令和４年６月２８日（火曜日） 

 

＜意見シート提出先＞（郵便、ファックス又はメールの場合） 

 〒３３０－９５８８ 

  さいたま市浦和区常盤６－４－４ 

  さいたま市保健福祉局福祉部障害政策課ノーマライゼーション推進係 

  電 話：０４８－８２９－１３０６ 

  F A X：０４８－８２９－１９８１ 

  メール：shogai-seisaku@city.saitama.lg.jp 

 



 

 ６  

令和３年度第３回誰もが共に暮らすための市 会議主な意 について 

 

 令和３年度第 3 回誰もが共に暮らすための市 会議のテーマとしました、「コロナ禍に

おいて生じた困りごとを解決するために、どのような配慮や支援が必要かについて」及び

「変異株の発生等によって新たに生じた困りごと（どのような場面で、どのようなことが

あったか）について」、多くの御意見をありがとうございました。主な意見を以下にまと

めましたので、御確認ください。 

なお、いただいた全ての御意見については、「参考資料１ 令和３年度第３回誰もが共

に暮らすための市 会議 議事録」に掲載しておりますので、後ほど御参照ください。 

 

〇「コロナ禍において生じた困りごとを解決するために、どのような配慮や支

援が必要かについて」 
・障害を考慮し、対応できる医療機関の紹介、もしくは相談できる窓口が必要。 

・簡単な文言や絵を使った、見ただけでわかる説明ボードのようなものが準備されている

と良い。 

・「買い物は一人で」という要請も、同行が必要な視覚障害者にはかなりつらい。障害の

特性を理解したうえでフォローしてほしい。 

・市のホームページの情報が多く、深い層に掲載してあるため、情報を見つけにくい。 

・駅員などに聞きたいことがある場合、マスクで口元が見えない。普通に話しかけても聞

こえない。 

・ポイントカードやクレジットカードやレジ袋などの見本を見やすい場所に掲示して、指

さしで聞いてほしい。 

 

〇「変異株の発生等によって新たに生じた困りごと（どのような場面で、どの

ようなことがあったのか）について」 
・コロナ感染者又は体調が崩れた（高熱）の場合は、聞こえない人は情報がないままで、

わざわざ区役所又は社会福祉協議会（手話通訳派遣事務所）に相談した例があります。病

院又は保健所から指示するまでに、何も連絡がないと困難です。 

・身近なところでの感染が聞こえてきているので、これ以上何を注意していけばよいのか

わからなくなります。色々なことに神経質になってきているのが心配です。 

・会議や活動の中止。 

・予防接種を受けて、抗体がついているはずと安心感があるが、変異株の特性が明らかに

なっていないため、本当に安心なのかが不明。 

・医療等の逼迫で、濃厚接触者の定義や待機日数が変わり、基準がわかりにくい。 



 

７ 

障害者総合支援計画（２０２１～２０２３）の実施状況等について 

１． 達成状況報告書とは 

当市では、総合的かつ計画的に障害者福祉施策の動向に的確に取り組むため、ノーマ

ライゼーション条例の理念を踏まえ、障害者総合支援計画を策定しております。この計

画に基づく事業の実施状況を管理し、適切に取組を進めるため、各事業の実施状況等を

御報告するものです。 

 

２． 令和３年度実施状況等の概要 

 〇全体の評価結果（全９４事業、内２６事業が重点事業） 

A 目標を上回って達成 １７事業（１８．１％） 目標を達成した事業 

７７事業（８１．９％） B 目標をおおむね達成 ６０事業（６３．８％） 

C 目標を未達成 １事業（１．１％） 

目標を未達成の事業 

１５事業（１６．０％） 

C 目標を未達成 

  （コロナの影響あり） 

１０事業（１０．６％） 

D 目標に対してほぼ未着手 

  （コロナの影響あり） 

４事業（４．３％） 

  該当事業なし ０事業（０．０％） 
  

コロナにより測定不可 ２事業（２．１％） 

 

 〇重点事業の結果 

A 目標を上回って達成 ６事業（２３．１％） 目標を達成した事業 

２０事業（７６．９％） B 目標をおおむね達成 １４事業（５３．８％） 

C 目標を未達成 １事業（３．８％） 

目標を未達成の事業 

６事業（２３．０％） 

C 目標を未達成 

  （コロナの影響あり） 

４事業（１５．４％） 

D 目標に対してほぼ未着手 

  （コロナの影響あり） 

１事業（３．８％） 

  該当事業なし ０事業（０．０％） 
  

コロナにより測定不可 ０事業（０．０％） 

 

※小数点第２位を四捨五入しているため、合計が１００％にならない場合があります。 

※各事業の詳細や評価理由等は、資料２に掲載しております。 



  ワークシート 
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令和４年度誰もが共に暮らすための市民会議 ワークシート 

令和３年度障害者総合支援計画の達成状況等について 

令和４年度第１回誰もが共に暮らすための市民会議においては、「令和３年度障害者総合

支援計画達成状況等について」を議題とします。資料２「障害者総合支援計画（２０２１～

２０２３）令和３年度達成状況報告書」を参考に、それぞれ御意見を出し合っていただきま

す。 

 

<資料２を見て、疑問に思ったこと、課題に思うこと、皆で話し合いたいこと等を 

書き出してみましょう。> 

※ページ数、事業番号、意見を一緒に書くと、御自身で見返す時、話し合いの時に 

便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※このシートは提出しません。意見を言ったり、意見シートを作成するための補助と

して使用するために記入いただくものです。 


